
国
語
科
（
文
学
国
語
）
学
習
指
導
案

指
導
者

＊
＊
＊
＊
＊

一

日

時

令
和
＊
年
＊
月
＊
日
（
＊
曜
日
）
第
＊
時
限
目
（

分
）

50

二

学

級

第
三
学
年
＊
組
（
＊
名
）

三

単
元
名

心
情
を
情
景
描
写
に
盛
り
込
ん
で
小
説
を
書
き
換
え
よ
う

四

単
元
の
目
標

（
１
）
文
学
的
な
文
章
に
お
け
る
文
体
の
特
徴
や
修
辞
な
ど
の
表
現
の
技
法
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
理
解
し
使
う
こ
と

が
で
き
る
。
（
〔
知
識
及
び
技
能
〕
（
１
）
の
エ
）

（
２
）
文
体
の
特
徴
や
修
辞
の
働
き
な
ど
を
考
慮
し
て
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
独
創
的
な
文
章
に
な
る
よ
う
工
夫
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ａ
「
書
く
こ
と
」
（
１
）
の
ウ
）

（
３
）
言
葉
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
自
己
を
向
上
さ
せ
、
我

が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、
言
葉
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
。（
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
）

五

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）
言
語
活
動

登
場
人
物
の
心
情
や
情
景
の
描
写
を
、
文
体
や
表
現
の
技
法
等
に
注
意
し
て
書
き
換
え
、
批
評
し
合
う
活
動
。

（
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ｂ
書
く
こ
と
（
２
）
の
イ
を
参
照
）

（
２
）
教
材

森
鷗
外
『
舞
姫
』
（
『
文
学
国
語
』
＊
＊
出
版
）

六

単
元
の
評
価
規
準

（
１
）
文
学
的
な
文
章
に
お
け
る
文
体
の
特
徴
や
修
辞
な
ど
の
表
現
の
技
法
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
理
解
し
使
っ
て
い

る
。
（
知
識
・
技
能
）

（
２
）
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
体
の
特
徴
や
修
辞
の
働
き
な
ど
を
考
慮
し
て
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
独
創
的

な
文
章
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

（
３
）
登
場
人
物
の
心
情
や
情
景
の
描
写
を
、
文
体
や
表
現
の
技
法
等
に
注
意
し
て
書
き
換
え
、
批
評
し
合
う
活
動
を

通
し
て
、
積
極
的
に
自
ら
の
血
肉
と
な
る
語
彙
を
増
や
し
、
表
現
力
を
磨
き
な
が
ら
自
ら
の
学
習
を
調
整
し

て
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
独
創
的
な
文
章
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
。
（
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
）

七

指
導
観

（
１
）
単
元
観

場
面
の
書
き
換
え
を
通
じ
て
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
独
創
的
な
文
章
を
書
き
、
表
現
力
の
洗
練
化
を
図
る
単

元
で
あ
る
。
人
物
の
心
情
や
情
景
描
写
と
の
呼
応
関
係
、
象
徴
表
現
や
暗
示
な
ど
、
創
作
の
際
の
技
法
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
学
習
者
観

学
習
意
欲
は
高
い
が
、
記
述
に
は
時
間
が
か
か
り
、
手
が
止
ま
る
生
徒
が
多
い
。
小
説
に
描
か
れ
た
要
素
を

身
近
な
事
柄
に
引
き
つ
け
て
書
き
換
え
る
こ
と
で
、
表
現
力
を
磨
く
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
自
ら

の
血
肉
と
な
る
語
彙
を
増
や
し
、
積
極
的
に
他
者
と
関
わ
る
雰
囲
気
を
醸
成
し
た
い
。

（
３
）
教
材
観

現
在
と
過
去
の
二
つ
の
時
間
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
回
想
形
式
の
一
人
称
小
説
で
あ
る
。
和
語
と
漢
語
を
巧
み

に
取
り
混
ぜ
た
雅
文
体
で
叙
述
さ
れ
、
自
然
や
風
景
描
写
が
心
象
風
景
と
し
て
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
た
り
、
そ

の
後
の
展
開
を
暗
示
し
た
り
し
て
お
り
、
小
説
の
構
成
や
修
辞
を
学
ぶ
上
で
も
優
れ
た
教
材
で
あ
る
。

八

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
５
時
間
）

次

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の

評
価
上
の
留
意
点

時
間

学

習

活

動

留
意
点

◇
観
点

□
点
検
・
確
認
■
分
析

＊
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

＊
「
努
力
を
要
す
る
状
況
」
と
評

価
し
た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

・
登
場
人
物
の
心
情
と
情
景
描

・
例
え
ば
次
の
場
面
の
よ
う
に
、

写
と
の
呼
応
関
係
を
読
み
取

同
じ
場
所
で
も
描
か
れ
方
が
違

こ
の
単
元
の
前
に
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
を

時
間
実
施
し
て
い
る

10
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る
。

う
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

「
ベ
ル
リ
ン
到
着
時
」

「
エ
リ
ス
と
の
出
会
い
」

「
ロ
シ
ア
か
ら
の
帰
国
時
」

「
エ
リ
ス
へ
の
裏
切
り
」

・
本
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る

・
各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

◇
（
知
）
（
思
）

修
辞
を
確
認
す
る
。

用
し
て
、
修
辞
技
法
に
つ
い
て

□
記
述
の
点
検
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

第
１
次

調
べ
さ
せ
、
情
景
描
写
の
中
で

１
）
１
時
間
目
終
了
後
に
回
収

３
時
間

用
い
ら
れ
た
修
辞
を
確
認
さ
せ

し
、
２
時
間
目
に
返
却

る
。

＊
う
ま
く
進
ま
な
い
生
徒
に
は
、

・
学
習
し
た
場
面
の
う
ち
、
次

・
学
習
し
た
修
辞
を
活
用
し
、
心

高
校
入
学
時
の
心
境
と
、
学
校

の
２
つ
の
場
面
設
定
を
参
考

情
と
呼
応
し
た
情
景
描
写
を
し

生
活
で
の
つ
ま
ず
き
な
ど
、
自

に
、
文
章
を
創
作
す
る
。

な
が
ら
、

ら
の
体
験
を
基
に
記
述
す
る
よ

「
ベ
ル
リ
ン
到
着
時
」

Ａ
〈
主
人
公
が
新
天
地
で
生
活
を

う
助
言
す
る
。

「
エ
リ
ス
と
の
出
会
い
」

始
め
た
〉

Ｂ
〈
主
人
公
が
環
境
に
な
じ
め
ず
、

つ
ま
ず
い
た
〉

と
い
う
設
定
で
文
章
を
創
作
さ

せ
る
。

・
あ
ま
り
欲
張
ら
ず
、
最
も
効
果

□
記
述
の
確
認
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

的
だ
と
考
え
る
表
現
で
簡
潔
に

２
）
２
時
間
目
終
了
後
に
一
度

記
す
よ
う
に
さ
せ
る
。

回
収
し
、
３
時
間
目
に
返
却

・
直
接
的
な
心
情
表
現
や
、
心
情

＊
直
接
的
な
心
情
表
現
の
使
用
な

が
容
易
に
う
か
が
え
る
状
況
説

ど
、
条
件
に
従
っ
て
い
な
い
場

明
は
避
け
、
情
景
描
写
で
心
情

合
は
、
次
の
時
間
で
修
正
さ
せ

を
表
す
よ
う
に
指
示
す
る
。

る
。

・
作
品
を
相
互
に
読
み
、
評
価

・
相
互
評
価
表
を
使
っ
て
作
品
を

し
合
う
。

評
価
さ
せ
る
。

・
気
付
い
た
点
を
指
摘
す
る
。

・
付
箋
を
活
用
し
て
、
修
正
し
た

方
が
よ
い
所
を
指
摘
さ
せ
る
。

・
指
摘
さ
れ
た
箇
所
を
中
心
に

・
付
箋
を
剥
が
し
た
り
初
稿
を
消

＊
相
互
評
価
表
を
参
考
に
し
て
、

更
に
表
現
を
工
夫
し
て
推
敲

し
た
り
せ
ず
、
修
正
の
過
程
を

一
番
修
正
す
べ
き
点
を
考
え
さ

第
２
次

す
る
。

残
し
て
お
く
よ
う
に
指
示
す
る
。

せ
る
。

１
時
間

＊
早
く
終
わ
っ
た
生
徒
は
、
記
述

が
進
ま
な
い
生
徒
を
手
伝
い
、

描
写
の
提
案
を
す
る
よ
う
指
示

す
る
。

・
発
表
に
向
け
て
代
表
作
を
選

・
時
間
が
あ
れ
ば
、
代
表
作
の
表

◇
（
思
）
（
態
）

ぶ
。

現
を
、
班
員
全
員
で
更
に
練
り

■
記
述
の
分
析
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

上
げ
る
よ
う
指
示
す
る
。

２
、
３
）

・
各
班
の
代
表
作
の
発
表
を
聞

・
書
画
カ
メ
ラ
等
を
使
っ
て
発
表

◇
（
態
）

き
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
を

の
時
間
短
縮
に
努
め
る
。

□
行
動
の
観
察

共
有
し
て
自
ら
の
今
後
の
表

・
発
表
を
聞
き
、
参
考
に
し
た
い

現
に
生
か
す
。

描
写
の
メ
モ
を
取
ら
せ
る
。

第
３
次

・
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
記
入
し

・
創
作
に
あ
た
っ
て
工
夫
し
た
点

◇
（
思
）
（
態
）

１
時
間

て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振

や
、
意
図
し
た
事
柄
が
効
果
的

■
記
述
の
分
析
（
振
り
返
り
シ
ー



り
返
る
。

に
表
現
で
き
た
か
ど
う
か
、
更

ト
）

に
、
創
作
活
動
に
取
り
組
む
前

と
比
べ
て
、
自
ら
の
表
現
力
に

ど
の
よ
う
な
成
長
・
深
化
が
見

ら
れ
た
か
を
振
り
返
ら
せ
る
。

九

本
時
の
具
体
的
な
目
標

他
者
の
意
見
を
参
考
に
、
文
体
の
特
徴
や
修
辞
の
働
き
な
ど
を
考
慮
し
て
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
独
創
的
な
文

章
に
な
る
よ
う
粘
り
強
く
推
敲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十

本
時
の
具
体
的
な
評
価
規
準

他
者
の
意
見
を
参
考
に
、
文
体
の
特
徴
や
修
辞
の
働
き
な
ど
を
考
慮
し
て
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
独
創
的
な
文

章
に
な
る
よ
う
粘
り
強
く
推
敲
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

十
一

本
時
（
全
５
時
間
中
の
４
時
間
目
）
の
指
導

学
習
段
階

学

習

内

容

学

習

活

動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・
本
時
の
学
習
内
容
を

①
単
元
の
目
標
と
言
語
活
動
に

①
評
価
規
準
を
基
に
、
本
時
の
目
標
を
示

（
５
分
）

知
る
。

つ
い
て
確
認
す
る
。

す
。

展
開

・
作
品
を
評
価
す
る
。

②
作
品
を
相
互
に
読
み
合
う
。

②
班
は
３
～
４
人
に
す
る
。

（

分
）

40

③
相
互
評
価
表
を
使
っ
て
作
品

③
注
意
点
を
板
書
す
る
な
ど
、
評
価
が

を
評
価
す
る
。

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

板
書
例

・
Ａ
と
Ｂ
で
情
景
（
＝
心
情
）
の
描

写
の
対
比
は
し
て
あ
る
か

・
学
習
し
た
修
辞
が
使
用
し
て
あ
る

か
・
構
成
・
展
開
に
独
自
性
は
あ
る
か

④
気
付
い
た
点
を
指
摘
す
る
。

④
付
箋
を
活
用
し
て
、
修
正
し
た
方
が

よ
い
所
を
指
摘
さ
せ
る
。

・
修
正
稿
を
書
く
。

⑤
指
摘
さ
れ
た
箇
所
を
中
心
に

更
に
表
現
を
工
夫
し
て
推

⑤
付
箋
を
剥
が
し
た
り
初
稿
を
消
し
た

敲
す
る
。

り
せ
ず
、
修
正
の
過
程
を
残
し
て
お

く
よ
う
に
指
示
す
る
。

・
発
表
に
向
け
て
代
表

⑥
再
び
相
互
に
読
み
合
い
、
発

作
を
選
ぶ
。

表
に
向
け
て
の
代
表
作
を
選

⑥
時
間
が
あ
れ
ば
、
代
表
作
の
表
現
を
、

ぶ
。

班
員
全
員
で
更
に
練
り
上
げ
る
よ

う
指
示
す
る
。

終
結

・
本
時
の
内
容
を
振
り

⑦
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
３
の
「
ひ
と

◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
、
３
を
回
収
す
る
。

（
５
分
）

返
る
。

こ
と
振
り
返
り
」
に
記
入
す

２
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
り
評
価
し
、

る
。

３
を
記
述
の
分
析
に
よ
り
評
価
す
る
。

・
次
時
の
内
容
を
知
る
。

⑧
次
時
の
目
標
に
つ
い
て
確
認

⑧
評
価
規
準
に
基
づ
い
て
、
次
時
の
目

す
る
。

標
を
示
す
。
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十
二

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

※
教
師
用
（
①
は
第
２
次
で
、
②
は
第
３
次
で
使
用
し
て
評
価
す
る
）

観
点

Ａ

Ｂ

Ｃ

①
修
辞
な
ど
の
表
現
技

独
自
の
観
点
や
発
想
で
場
面
を
展

本
文
の
設
定
や
描
写
を
一
部
利

本
文
の
設
定
や
描
写
を
流
用
し

法
を
使
用
し
、
独
創

開
し
、
文
体
や
修
辞
を
工
夫
し
て

用
し
て
場
面
を
展
開
し
、
文
体

て
場
面
を
展
開
し
、
修
辞
を
使

的
な
文
章
を
書
く
。

心
情
と
情
景
の
呼
応
関
係
を
効
果

や
修
辞
の
効
果
を
考
え
な
が
ら
、
用
し
て
情
景
を
描
写
す
る
こ
と

（
思
考
・
判
断
・
表
現
）
的
に
描
写
し
、
創
作
す
る
こ
と
が

心
情
と
情
景
の
呼
応
関
係
を
描

が
で
き
る
。

で
き
る
。

写
し
、
創
作
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

②
他
者
の
意
見
を
参
考

他
者
に
指
摘
を
受
け
た
所
を
中
心

他
者
に
指
摘
を
受
け
た
所
に
つ

他
者
に
指
摘
を
受
け
た
表
現
を

に
、
自
ら
の
文
章
を

に
、
文
章
全
体
を
見
直
し
、
よ
り

い
て
、
よ
り
適
切
で
効
果
的
な

修
正
し
、
創
作
に
取
り
組
む
こ

粘
り
強
く
推
敲
す

適
切
で
効
果
的
な
表
現
を
粘
り
強

表
現
を
考
え
、
創
作
に
取
り
組

と
が
で
き
る
。

る
。

く
考
え
、
創
作
に
取
り
組
む
こ
と

む
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
体
的
に
学
習
に
取

が
で
き
る
。

り
組
む
態
度
）

※
生
徒
用
（
①
は
第
２
次
で
、
②
は
第
３
次
で
使
用
し
て
評
価
す
る
）

観
点

Ａ

Ｂ

Ｃ

①
修
辞
な
ど
の
表
現
技

自
分
な
ら
で
は
の
観
点
や
発
想
で

本
文
の
設
定
や
描
写
を
一
部
利

本
文
の
設
定
や
描
写
を
流
用
し

法
を
使
用
し
、
独
創

文
章
を
展
開
し
、
文
体
や
修
辞
を

用
し
て
文
章
を
展
開
し
、
修
辞

て
文
章
を
展
開
し
、
修
辞
を
使

的
な
文
章
を
書
く
。

工
夫
し
て
心
情
を
情
景
で
描
写
す

を
使
用
し
て
心
情
を
情
景
で
描

用
し
て
情
景
を
描
写
す
る
こ
と

（
思
考
・
判
断
・
表
現
）
る
こ
と
が
で
き
た
。

写
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

が
で
き
た
。

②
班
員
の
意
見
を
参
考

指
摘
さ
れ
た
所
を
中
心
に
、
全
体

指
摘
さ
れ
た
所
の
表
現
を
粘
り

指
摘
さ
れ
た
所
の
表
現
を
修
正

に
、
表
現
を
練
り
直

を
見
直
し
、
効
果
的
な
表
現
を
粘

強
く
考
え
、
修
正
す
る
こ
と
が

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
。

り
強
く
考
え
て
修
正
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
主
体
的
に
学
習
に
取

で
き
た
。

り
組
む
態
度
）

十
三

御
高
評



組

番

氏
名

心
情
を
情
景
描
写
に
盛
り
込
ん
で
小
説
の
場
面
を
書
き
換
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１

「
豊
太
郎
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
時
」
「
エ
リ
ス
と
初
め
て
出
会
っ
た
時
」
の
２
つ
の
場
面
を
参
考
に
、

Ａ

主
人
公
が
新
天
地
で
生
活
を
始
め
た

Ｂ

主
人
公
が
環
境
に
な
じ
め
ず
つ
ま
ず
い
た

と
い
う
設
定
で
、
そ
れ
ぞ
れ
文
章
を
創
作
し
よ
う

注
意
点

・
本
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
修
辞
や
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
修
辞
を
活
用
す
る
こ
と

・
主
人
公
の
心
情
を
場
所
の
描
写
に
盛
り
込
む
こ
と
（
Ａ
・
Ｂ
で
設
定
す
る
場
所
は
変
え
な
い
こ
と
）

・
最
も
効
果
的
だ
と
考
え
る
表
現
で
簡
潔
に
ま
と
め
る
こ
と

１

本
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
修
辞
を
確
認
し
よ
う

２

細
か
い
設
定
を
考
え
よ
う

文
の
ス
タ
イ
ル

Ａ
Ｂ
共
通

主
人
公
設
定

例
：
口
語
体
／
文
語
体

一
人
称
／
三
人
称

常
体
／
敬
体

回
想
形
／
現
在
進
行
形

主
人
公

年
代

性
格

職
業

な
ど

Ａ
の
状
況
設
定

季
節

時
間
帯

場
所
（
詳
し
く
）

新
し
い
生
活
の
内
容
（
何
を
し
に
来
た
？
）

そ
の
時
の
心
情

Ｂ
の
状
況
設
定

季
節

時
間
帯

場
所
（
詳
し
く
）

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容

そ
の
時
の
心
情

Ａ
と
同
じ
場
所
を
使
う

※

次
回
は
実
際
に
創
作
に
入
り
ま
す
。

時
間
が
余
っ
た
人
は
、
「
こ
ん
な
表
現
を
入
れ
て
み
た
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
や
、

プ
ロ
ッ
ト
（
筋
書
き
、
あ
ら
す
じ
）
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

資料４



心
情
を
情
景
描
写
に
盛
り
込
ん
で
小
説
の
場
面
を
書
き
換
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２

☆
記
入
に
つ
い
て

こ
こ
は
推
敲
ス
ペ
ー
ス
②
で
す
。
①
の
表
現
を
更
に
練
り
直
す
と
き
に
使
い
ま
す
（
こ
こ
も
次
回
で
使
い
ま
す
）

こ
こ
は
推
敲
ス
ペ
ー
ス
①
で
す
。
練
り
直
し
た
表
現
は
こ
こ
に
書
き
ま
す
（
次
回
で
こ
こ
を
使
い
ま
す
）

こ
こ
に
創
作
し
た
文
章
を
書
き
ま
す
（
こ
の
時
間
で
書
い
て
く
だ
さ
い
）

Ａ

主
人
公
（
＝

）
が
（

）
を
し
に
（

）
に
や
っ
て
き
た

コ
メ
ン
ト
・
付
箋
は
こ
こ

資料４



組

番

氏
名

Ｂ

主
人
公
（
＝

）
は
（

）
て
し
ま
っ
た

コ
メ
ン
ト
・
付
箋
は
こ
こ

自
己
評
価

描
写
で
最
も
工
夫
し
た
と
こ
ろ

修
辞
が
活
用
で
き
た
か

Ａ

Ｂ

Ｃ

自
分
の
言
葉
で
描
写
し
た
か

Ａ

Ｂ

Ｃ

資料４



資料４

組

番

氏
名

心
情
を
情
景
描
写
に
盛
り
込
ん
で
小
説
の
場
面
を
書
き
換
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
３

作
品
を
評
価
し
て
も
ら
お
う

相
互
評
価
表

他
の
人
か
ら
の
評
価

観

点

Ａ

Ｂ

Ｃ

班
員
そ
の
１

自
分
な
ら
で
は
の

本
文
の
設
定
や
描

本
文
の
設
定
や
描

Ａ

Ｂ

Ｃ

観
点
や
発
想
で
文

写
を
一
部
利
用
し

写
を
流
用
し
て
文

班
員
そ
の
２

修
辞
な
ど
の
表
現
技

章
を
展
開
し
、
文

て
文
章
を
展
開
し
、
章
を
展
開
し
、
修

Ａ

Ｂ

Ｃ

法
を
使
用
し
、
独
創

体
や
修
辞
を
工
夫

修
辞
を
使
用
し
て

辞
を
使
用
し
て
情

班
員
そ
の
３

的
な
文
章
を
書
く
。

し
て
心
情
を
情
景

心
情
を
情
景
で
描

景
を
描
写
す
る
こ

Ａ

Ｂ

Ｃ

で
描
写
す
る
こ
と

写
す
る
こ
と
が
で

と
が
で
き
た
。

が
で
き
た
。

き
た
。

ひ
と
こ
と
振
り
返
り
（
「
相
互
評
価
を
受
け
て
自
分
の
作
品
を
練
り
直
す
」
と
い
う
今
日
の
学
習
を
通
し
て
、
何

が
身
に
付
い
た
か
、
何
が
足
ら
な
い
か
を
振
り
返
っ
て
書
こ
う
）

こ
こ
か
ら
先
は
次
の
時
間
に
使
い
ま
す

※

次
回
は
代
表
作
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

発
表
を
聞
き
、
自
分
の
今
後
の
表
現
に
生
か
す
た
め
に
参
考
に
し
た
い

と
思
っ
た
描
写
を
こ
こ
に
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
。

発
表
メ
モ



資料４

心
情
を
情
景
描
写
に
盛
り
込
ん
で
小
説
の
場
面
を
書
き
換
え
よ
う

振
り
返
り
シ
ー
ト

組

番

氏
名

１

創
作
に
あ
た
っ
て
工
夫
し
た
点
を
記
入
し
よ
う

２

表
現
技
法
を
使
っ
て
、
意
図
し
た
事
柄
を
効
果
的
に
表
現
し
、
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
作
品
に
で
き
た
か
を
自
己
評
価

し
よ
う
（
Ａ
～
Ｃ
い
ず
れ
か
に
○
を
）

Ａ

Ｂ

Ｃ

自
分
な
ら
で
は
の
観
点
や
発
想
で
文

本
文
の
設
定
や
描
写
を
一
部
利
用

本
文
の
設
定
や
描
写
を
流
用
し
て

章
を
展
開
し
、
文
体
や
修
辞
を
工
夫

し
て
文
章
を
展
開
し
、
修
辞
を
使

文
章
を
展
開
し
、
修
辞
を
使
用
し

し
て
心
情
を
情
景
で
描
写
す
る
こ
と

用
し
て
心
情
を
情
景
で
描
写
す
る

て
情
景
を
描
写
す
る
こ
と
が
で
き

が
で
き
た
。

こ
と
が
で
き
た
。

た
。

３

う
ま
く
読
み
手
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
／
感
じ
た
点
を
記
入
し
よ
う

４

ど
の
よ
う
に
修
正
し
た
か
を
自
己
評
価
し
よ
う
（
Ａ
～
Ｃ
い
ず
れ
か
に
○
を
）

Ａ

Ｂ

Ｃ

指
摘
さ
れ
た
所
を
中
心
に
、
全
体
を

指
摘
さ
れ
た
所
の
表
現
を
粘
り
強

指
摘
さ
れ
た
所
の
表
現
を
修
正
す

見
直
し
、
効
果
的
な
表
現
を
粘
り
強

く
考
え
、
修
正
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
で
き
た
。

く
考
え
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

た
。

５

創
作
活
動
に
取
り
組
む
前
と
後
で
、
自
ら
の
表
現
力
に
ど
の
よ
う
な
成
長
・
深
化
が
見
ら
れ
た
か
を
記
入
し
よ
う

６

５
に
記
入
し
た
力
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な
場
面
や
学
習
で
生
か
し
て
い
き
た
い
か
を
記
入
し
よ
う


